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１ 江川 熊倉 秀明 男 農業 65 S56 農業に従事  

R1.12～R4.11 民生委員  
R5.7～ 農地利用最適化推進委員  
ＪＡレタス部会副部長(在任中) 

レ タ ス 、 白

菜、とうもろ
こし、米  

大町東農家組

合 

髙野澤 均 26 住民の相互の親睦をはか

り、住みよい地域づくりを
目的とする。 

大町東自治

会に居住す
る者 

    熊倉氏は、長年農業を営み地元でも信

頼が厚く、協調性・責任感があり、地
域の事も熟知しており、大町東地区の
農業集積や遊休農地の解消に尽力され

る者だと思い推薦いたします。  

無 

２ 江川 渡邊 昇 男 農業 58 昭和 63 年 3 月 31 日 茨城県立農
業大学校卒業  

昭和 63 年 4 月 1 日 家業である農
業に従事  
令和 5 年 7 月 20 日 農地利用最適

化推進委員として現在に至る  

水稲、白菜、
ネギ、ニンジ

ン、レタス等
栽培販売  

江川南部農家
組合 

小林 宏之 450 住民の相互の親睦をはか
り、住みよい地域づくりを

目的とする。 

江川南部地
区自治会の

区域に居住
する者  

    渡邊氏は、長年農業を営み地元でも信
頼が厚く、協調性・責任感があり、地

域の事も熟知しており、江川地区の農
地利用最適化推進や荒廃農地の解消に
尽力される者だと思い推薦します。  

無 

３ 上山川  岩田 英貴 男 農業 36 平成 19 年 3 月 私立作新学院卒業 

卒業後農業従事  
平成 27 年 1 月 認定新規就農者認
定 

令和 2 年 2 月 認定農業者認定  

水稲、ナス、

ブ ロ ッ コ リ
ー 

上山川区長会  平間 高之 23 本会は、地域発展のため協

力して事業を行うと共に、
会員相互の親睦を図るこ
とを目的とする。  

上山川地区

内の区長を
以て構成す
る。但し、

片蓋、片蓋
南地区を除
く。 

    岩田氏は、長年農業を営み地元でも信

頼が厚く、協調性・責任感があり、地
域のことも熟知しており、上山川地区
の農業集積や遊休農地の解消に尽力さ

れる者だと思い推薦いたします。  

無 

４ 上山川  森田 久美子 女 農業 60 1983 年 茨城県立鬼怒商業高等学
校 
1996 年 農業従事  

2014～19 年 交通安全協会上山川
支部 
2016～25 年 茨城県女性農業士  

水 稲 、 ト マ
ト、ナス  

上山川区長会  平間 高之 23 本会は、地域発展のため協
力して事業を行うと共に、
会員相互の親睦を図るこ

とを目的とする。  

上山川地区
内の区長を
以て構成す

る。但し、
片蓋、片蓋
南地区を除

く。 

    森田氏は、長年農業を営み地元でも信
頼が厚く、協調性・責任感があり、地
域のことも熟知しており、上山川地区

の農業集積や遊休農地の解消に尽力さ
れる者だと思い推薦いたします。  

無 

５ 山川 舟橋 秀男 男 農業 63 昭和 55 年 3 月 結城一高校卒業  

昭和 55 年 4 月 農業経営開始  
平成 19 年 2 月 認定農業者に認定  

水 稲 、 ト マ

ト、きゅうり  

山川地区自治

協力員会  

古澤 一明 27 住民相互の親睦をはかり、

住みよい地域づくりを目
的とする。  

山川地区自

治協力員会
の区域に居
住する者  

    舟橋氏は、長年農業を営み地元でも信

頼が厚く、協調性・責任感があり、地
域の事も熟知しており、山川地区の農
業集積や遊休農地の解消に尽力される

者だと思い推薦いたします。  

無 
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